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2015年10月21日 「中国版新幹線」売り込みと一帯一路（中国） 
2015年10月19日 中国のGDP成長率（2015年7-9月期） 
 

（No.2,299） 
〈マーケットレポートNo.4,470〉 

2015年10月21日 

35

40

45

50

55

5

10

15

20

25

14/2 14/5 14/8 14/11 15/2 15/5 15/8 15/11

小売売上高（左軸）

固定資産投資（左軸）

鉱工業生産（左軸）

（ポイント）

（年/月）

（前年同月比、％）

財新製造業PMI（右軸）

47.2

10.9％

6.8％

5.7％

景況感、投資、小売、生産 

構造転換を推進し、安定成長を目指す 

■政府は、過剰生産能力が残る鉄鋼業などを抑制し、

付加価値の高い製品の生産を後押ししています。

「中国製造2025」や「自由貿易試験区」の推進に

加えて、周辺国との経済外交を通じて輸出の拡大

などを目指す「一帯一路」戦略を引き続き推進し、

経済の「質」の改善を目指すと見られます。 

■短期的には、追加金融緩和や公共投資の一層の

強化による景気の下押し圧力の緩和で、今年の成

長率目標達成を引き続き狙うと見られます。 

■1-9月期のGDP成長率は前年同期比＋6.9％と

今年の目標である＋7.0％を下回りました。投資の

減速や輸出の減少が主な要因です。製造業PMI

は50割れが続き、製造業の下押し圧力が強まって

います。 

■一方、小売売上高の伸びは、緩やかな上昇傾向

にあります。また、住宅市場は底入れがうかがわれ、

小売や住宅などのサービス産業が景気を下支えし

ています。 

製造業の下押し圧力強まる 

小売と住宅が景気下支え 

■景気下押し圧力の高まりに対処し、政府・中央銀

行は足元で景気対策を強化しています。利下げや

預金準備率の引き下げにより企業の資金コストを

軽減し、公共投資や規制緩和の拡大などの対策を

講じています。 

景気の下押し圧力に対処 
追加緩和や公共投資を強化へ 

最近の指標から見る中国経済（2015年10月） 

構造転換を推進し、経済
の「質」を改善へ 

足元の主な景気対策 

（出所）各種報道等を基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注）データは2014年2月～2015年9月（財新製造業購買担当者
指数（PMI) 以外は、2015年1月が未公表、2月が1-2月累
計）。数字は直近月。PMIは50が好悪の判断の境目。 

（出所）中国国家統計局、Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友
アセットマネジメント作成 

  

金融政策

・ 利下げ（昨年11月以降5回）

・ 預金準備率引き下げ（今年2月以降4回）

公共投資

・ 地下パイプライン整備の都市計画発表（7月）

・ 鉄道、道路などの建設プロジェクトの認可を加速

規制緩和など

・ 住宅ローン頭金規制の緩和

・ 一部小型車の取得税半額免除

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1249605_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1249559_1951.html

